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次
に
、
幕
屋
を
囲
む
庭
を
造
り
な
さ
い
。
庭
の
南
側
に
面
し
て
、

そ
の
側
の
た
め
に
亜
麻
の
よ
り
糸
で
織
っ
た
長
さ
百
ア
ン
マ
の
幔
幕
（
ま

ん
ま
く
）
を
張
る
。1

0
 

そ
の
た
め
に
、
二
十
本
の
柱
と
二
十
個
の
台
座

を
青
銅
で
作
り
、
柱
の
鉤
（
か
ぎ
）
と
桁
（
け
た
）
は
銀
で
作
る
。1

1
 

同

じ
よ
う
に
し
て
、
北
側
に
長
さ
百
ア
ン
マ
の
幔
幕
（
ま
ん
ま
く
）
を
張
り
、

二
十
本
の
柱
と
二
十
個
の
台
座
を
青
銅
で
、
柱
の
鉤
（
か
ぎ
）
と
桁
（
け

た
）
は
銀
で
作
る
。1

2
 

庭
の
西
側
に
は
幅
五
十
ア
ン
マ
の
幔
幕
（
ま
ん

ま
く
）
を
張
り
、
十
本
の
柱
と
十
個
の
台
座
を
作
る
。1
3
 

庭
の
東
側
の

幅
も
五
十
ア
ン
マ
と
し
、1

4
 

十
五
ア
ン
マ
の
幔
幕
（
ま
ん
ま
く
）
を
三

本
の
柱
と
三
個
の
台
座
に
よ
っ
て
右
に
、1

5
 
同
じ
く
、
十
五
ア
ン
マ
の

幔
幕
（
ま
ん
ま
く
）
を
三
本
の
柱
と
三
個
の
台
座
に
よ
っ
て
左
に
張
る
。 

1
6
 

庭
の
入
り
口
に
は
、
青
、
紫
、
緋
色
の
毛
糸
、
お
よ
び
亜
麻
の
よ

り
糸
で
織
っ
た
つ
づ
れ
織
の
二
十
ア
ン
マ
の
幕
を
張
り
、
四
本
の
柱
と
四

個
の
台
座
を
作
る
。1

7
 

庭
を
囲
む
す
べ
て
の
柱
は
銀
の
桁
（
け
た
）
で

つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
。
柱
の
鉤
（
か
ぎ
）
は
銀
、
台
座
は
青
銅
で
作
る
。1

8
 

こ
の
庭
の
奥
行
き
は
百
ア
ン
マ
、
間
口
は
五
十
ア
ン
マ
で
あ
る
。
幔
幕
（
ま

ん
ま
く
）
は
高
さ
五
ア
ン
マ
で
、
亜
麻
の
よ
り
糸
で
織
る
。
台
座
は
青
銅

で
作
る
。1

9
 

ま
た
、
幕
屋
で
祭
儀
に
用
い
る
祭
具
、
幕
屋
や
庭
の
杭
（
く

い
）
な
ど
す
べ
て
は
青
銅
で
作
る
。 

2
0
 

あ
な
た
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
人
々
に
命
じ
て
、
オ
リ
ー
ブ
を
砕
い
て

取
っ
た
純
粋
の
油
を
、
と
も
し
火
に
用
い
る
た
め
に
持
っ
て
来
さ
せ
、
常

夜
灯
（
じ
ょ
う
や
と
う
）
に
と
も
さ
せ
な
さ
い
。2

1
 

常
夜
灯
は
臨
在
の

幕
屋
に
あ
る
掟
の
箱
を
隔
て
る
垂
れ
幕
の
手
前
に
置
き
、
ア
ロ
ン
と
そ
の

子
ら
が
、
主
の
御
前
に
、
夕
暮
れ
か
ら
夜
明
け
ま
で
守
る
。
こ
れ
は
イ
ス

ラ
エ
ル
の
人
々
に
と
っ
て
、
代
々
に
わ
た
っ
て
守
る
べ
き
不
変
の
定
め
で

あ
る
。 

 （
聖
書
講
解
） 

Ａ
．
幕
屋
の
庭
は
、
二
二
．
五
ｍ
四
方
の
（ 

 

）
方
形
二
つ
に
分
か
れ
、

正
方
形
を
区
切
る
線
を
引
く
と
、
幕
屋
の
前
面
が
そ
の
線
上
に
あ
た
る
。 

 

Ｂ
．
南
北
四
五
ｍ
、
西
二
二
．
五
ｍ
張
ら
れ
た
幔
幕
で
遮
ら
れ
て
お
り
、

宿
営
か
ら
は
幕
屋
の
天
辺
は
見
え
る
が
、
（ 

 

）
で
起
こ
っ
て
い
る
こ

と
は
隠
さ
れ
て
い
た
。 

 

Ｃ
．
《
鉤
と
桁
》
幔
幕
を
（ 

 

）
の
鉤
に
掛
け
、
ま
た
柱
と
柱
の
間
を

結
ぶ
桁
（
ロ
ー
プ
、
パ
イ
プ
、
針
金
）
に
カ
ー
テ
ン
の
よ
う
に
吊
る
し
た
。 

 

Ｄ
．
日
出
ず
る
（ 

 

）
に
は
入
り
口
が
設
け
ら
れ
、
左
右
に
六
．
七
五

ｍ
の
幅
の
幕
を
張
り
、
入
り
口
の
九
ｍ
の
幕
に
は
、
刺
繍
が
施
さ
れ
る
。 

 

Ｅ
．《
オ
リ
ー
ブ
を
砕
い
て
取
っ
た
純
粋
な
油
》
は
、
手
作
り
の
（ 

 
 
 

）

級
の
油
で
、
不
純
物
が
少
な
い
た
め
、
よ
り
明
る
く
、
煙
が
少
な
い
。 

 

Ｆ
．
幕
屋
は
こ
こ
で
《
（ 

 
 
 

）
の
幕
屋
》
と
呼
ば
れ
、
こ
れ
は
、

イ
ス
ラ
エ
ル
の
部
族
が
用
い
た
古
い
名
称
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

   

Ａ
正 

Ｂ
庭 

Ｃ
柱 

Ｄ
東 

Ｅ
最
高 

Ｆ
臨
在 



 2

◆
メ
ッ
セ
ー
ジ
ポ
イ
ン
ト 

①
一
回
一
回
の
礼
拝
こ
そ
、
主
の
大
（ 

 

）

で
あ
る
。 
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次
に
、
幕
屋
を
囲
む
庭
を
造
り
な
さ

い
。
…
… 

  

参
照
）
詩
編8

4
: 3
 

主
の
庭
を
慕
っ
て
、
わ
た
し
の
魂
は
絶
え
入
り

そ
う
で
す
。
命
の
神
に
向
か
っ
て
、
わ
た
し
の
身
も
心
も
叫
び
ま
す
。 

1
1
 

あ
な
た
の
庭
で
過
ご
す
一
日
は
千
日
に
ま
さ
る
恵
み
で
す
。
主

に
逆
ら
う
者
の
天
幕
で
長
ら
え
る
よ
り
は
、
わ
た
し
の
神
の
家
の
門

口
に
立
っ
て
い
る
の
を
選
び
ま
す
。 

 

          

②
祈
り
の
動
力
源
は
、
砕
か
れ
た
心
か
ら
に
じ

み
出
る
感
謝
や
（ 

 
 
 

）
で
あ
る
。 

  

参
照
）2

0
 

あ
な
た
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
人
々
に
命
じ
て
、
オ
リ
ー
ブ
を

砕
い
て
取
っ
た
純
粋
の
油
を
と
も
し
火
に
用
い
る
た
め
に
持
っ
て
来

さ
せ
、
常
夜
灯
に
と
も
さ
せ
な
さ
い
。 

 

  

 

   


